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第 2 章ではミリ波伝送用円形 TEoi 0 姿態導波管の接続部その他の不整点において不可避的に発生
する不要高次円形電界姿態を信号姿態から分離し，除去する機能をもった姿態ろ波器を提案し，その
動作原理，設計理論式， TEo2 0 姿態除去ろ波器の場合についての具体的な数値設計例およびその動作
特性等を示している。























以苧 i二のように本論文は， ミリ波ないし光波似J点における rrn~行系の開発に寄り-するところが大きく，
博上論文として価値あるものと必める。
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